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※仏事クイズの答え：③ ※まちがいさがしの答え： 1）祖母の短冊色 2）男子のペンを持つ手 3）親パンダの口 

●７月１日は「童謡の日」です。 

 日本三大石材産地の一つ香川県には、庵治石という

日本で最高級の石があります。ここで年に一度開催さ

れる『庵治ストーンフェア』という業者および一般客向け

の展示会に行って参りました。厳選された石と、腕の良

い石工が作り上げた最高の品質の墓石が数多く展示さ

れており、大変見応えがありました。私は手作りのノミ仕

上げの五輪塔や、自然石に少し手を加えたデザイン墓石が大変気に入り、お客様に

お勧めできるのではないかと感じました。また会場では様々なイベントが開催されて

おり、中でも非常に感動したのがお墓参りフォトコンテストです。出品者の様々な思い

と視点で撮られた写真は気持ちが伝わってくるものばかりで、家族の絆、ご先祖様と

のつながり、平和を深く感じ取ることができました。因みに私が好きな写真は『また来

るね』です。来年の庵治ストーンフェアでも、また良い報告ができればと思います！ 

童話「蜘蛛の糸」や童謡「ゆりかごのうた」をご存知

ですか？ １９１８年のこの日、日本初の児童文芸誌

「赤い鳥」が創刊されまし

た。難しい説話や唱歌では

なく、子どもに親しみやすい

童話・童謡を創作しようと、

芥川龍之介や北原白秋な

ど、著名な小説家や詩人が

作品を手がけました。 

こうして、「赤い鳥」には多く

の名作が掲載されました。 

■発行者：髙木石材店   

 鈴木 一成 （すずき かずなり）  

昭和47年10月 愛知県生まれ 
妻、娘（中3）、息子（小5）、娘（小4）の5人
家族。子供達はとっても仲良しです！ 
所属：犬山ロータリークラブ、犬山JCOB 
2013年犬山西小学校PTA会長 
※若い時から、登山と写真
にはまっていました。自然
が大好きです！ここ６～７
年くらい山から遠ざかって
いますが、機会を見つけ
て、北アルプス穂高岳に
登ってみようと思います！ 
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★お墓を引っ越す際は、墓石ごと？ それとも遺骨だけ？ 

～お墓のミニ知識～ 

知っているようで知らない仏事のことや 

言葉の意味をクイズで確かめてみましょう。 

仏事クイズ Q&A 

① 「お金を入れると（捨てると）、喜びいっ

ぱいの1年になりますよ」という意味 

② 「悩みを捨て、喜びながら日々を生き

なさい」という教え 

③ 「お金への執着心を捨てて、喜んでお

供えします」という、見返りを求めない心が

大切だという教え 

ご縁を大切にしたいとの想いで、毎月発行しています。 

※クイズとまちがいさがしの正解は、表面の一番下の部分をご覧ください。 

お参りに行くと、お寺のお賽銭箱

に「喜捨」と書いてあるのは 

どういう意味でしょう？ 

お賽銭とは、ご利益を求めず
に、喜んでお金を差し出すこと
を言います。 

お墓を引っ越すことを「改葬」といいます。 

改葬には、「墓石ごと改葬」、「遺骨だけ改葬」といっ

たタイプがあります。それぞれのお客様の状況やご

事情により、どちらの改葬を希望される方もおられま

す。しかし残念ながら、多くの墓地や霊園では、古い

墓石の持ち込みを制限しています（特に民間霊園）。

そのため、新しい墓地に「すべての遺骨」だけを移転

して、墓石は新しい物に取り替えて、古い墓石は解体・撤去するケースが多くなってい

ます。また、複数ある遺骨の一部の方だけを引越しして、既存の墓地を更地に戻さず

に、そのまま守っていかれる方もおられます。 

ちょっとひといき 

まちがいさがし 

上下の絵に間違いが３個あります。探してみましょう。 


